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鳥取県立高等学校学則及び鳥取県立高等学校通信教育規則の一部 

改正について 

 

 

 

 鳥取県立高等学校学則及び鳥取県立高等学校通信教育規則の一部を改正に

ついて、別紙のとおり議決を求めます。 

 

 

   令和７年２月１３日 

 

 

 

 

                   鳥取県教育委員会教育長 足 羽 英 樹 



 



◇鳥取県立高等学校学則の一部を改正する規則 

１ 規則の改正理由 

学校教育法施行規則、高等学校通信教育規程の一部改正が行われ、多様な学習ニーズへの対応について拡大

が図られたため。また、学校教育法施行規則の一部改正により、「少年院在院者に対する高等学校教育機会の

提供に関する検討会報告書」を踏まえ、少年院における矯正教育の単位認定が可能となったため。 

２ 規則の概要 

(１) 学校間連携及び定通併修の対象を拡大し、生徒が在学する高等学校以外の高等学校又は中等教育学校の

後期課程において科目の単位を修得した場合に、当該修得した単位数を当該生徒の在学する高等学校が定め

た全課程の修了を認めるに必要な単位数のうちに加えることができる制度については、その対象が科目の単

位に限られていたが、総合的な探究の時間の単位をその対象に加えることが可能となった。 

(２) 高等学校の校長は、教育上有益と認めるときは、当該校長の定めるところにより、少年院法の規定によ

る少年院における矯正教育で高等学校学習指導要領の定めるところに準じて修得したと認められるものに係

る学修（当該生徒が入学前に行ったものを含む。）を、当該生徒の在学する高等学校における科目の履修と

みなし、当該科目の単位を与えることが可能となった。 

(３) 施行期日は、令和７年４月１日とする。 

  



鳥取県立高等学校学則の一部を改正する規則 

 

鳥取県立高等学校学則（昭和51年鳥取県教育委員会規則第10号）の一部を次のように改正する。 

 次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に、下線及び太枠で示すように改正する。 

改 正 後 改 正 前 

  

（単位の修得の認定） 

第６条の２ 各教科に属する科目又は総合的な探究

の時間の単位（以下「単位」という。）の修得の認

定は、生徒の出席時間数及び学習の評価に基づい

て、校長が行う。 

２・３ 略 

（単位の修得の認定） 

第６条の２ 各教科に属する科目の単位（以下「単位」

という。）の修得の認定は、生徒の出席時間数及び

学習の評価に基づいて、校長が行う。 

 

２・３ 略 

  

（他の学校等における学習成果の単位認定） 

第７条の２ 校長は、教育上有益と認めるときは、生

徒が当該校長の定めるところにより他の学校にお

いて一部の科目又は総合的な探究の時間の単位を

修得したときは、当該修得した単位数を当該生徒の

在学する学校が定めた全課程の修了を認めるに必

要な単位数のうちに加えることができる。 

２ 生徒は、他の学校において一部の科目又は総合的

な探究の時間を履修しようとするときは、校長の許

可を受けなければならない。 

３ 略 

４ 第１項の規定により、生徒が他の学校において一

部の科目又は総合的な探究の時間について履修を

希望する場合においては、当該他の学校の校長は、

当該生徒について一部の科目又は総合的な探究の

時間の履修を許可することができる。 

５ 前項の規定による一部の科目又は総合的な探究

の時間の履修をしようとする生徒は、一部科目等履

修願（様式第１号の２）に校長の履修許可書を添え

て当該他の学校の校長に提出しなければならない。 

６・７ 略 

（他の学校等における学習成果の単位認定） 

第７条の２ 校長は、教育上有益と認めるときは、生

徒が当該校長の定めるところにより他の学校にお

いて一部の科目の単位を修得したときは、当該修得

した単位数を当該生徒の在学する学校が定めた全

課程の修了を認めるに必要な単位数のうちに加え

ることができる。 

２ 生徒は、他の学校において一部の科目を履修しよ

うとするときは、校長の許可を受けなければならな

い。 

３ 略 

４ 第１項の規定により、生徒が他の学校において一

部の科目について履修を希望する場合においては、

当該他の学校の校長は、当該生徒について一部の科

目の履修を許可することができる。 

 

５ 前項の規定による一部の科目の履修をしようと

する生徒は、一部科目履修願（様式第１号の２）に

校長の履修許可書を添えて当該他の学校の校長に

提出しなければならない。 

 

６・７ 略 

  

（高等学校卒業程度認定試験の合格科目に係る学修

の単位認定） 

第７条の５ 校長は、教育上有益と認めるときは、当

該校長の定めるところにより、生徒が行う次に掲げ

る学修を当該生徒の在学する高等学校における科

目の履修とみなし、当該科目の単位を与えることが

できる。 

 

（高等学校卒業程度認定試験の合格科目に係る学修

の単位認定） 

第７条の５ 校長は、教育上有益と認めるときは、当

該校長の定めるところにより、生徒が行う学修で高

等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省

令第１号）の定めるところにより合格点を得た試験

科目（同令附則第２条の規定による廃止前の大学入

学資格検定規程（昭和26年文部省令第13号）の定め



 

 

 

 

 (１) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文

部科学省令第１号）の定めるところにより合格点

を得た試験科目（同令附則第２条の規定による廃

止前の大学入学資格検定規程（昭和26年文部省令

第13号）の定めるところにより合格点を得た受検

科目を含む。）に係る学修（当該生徒が入学する

前に行ったものを含む。） 

るところにより合格点を得た受検科目を含む。）に

係るもの（当該生徒が入学する前に行ったものを含

む。）を当該生徒の在学する高等学校における科目

の履修とみなし、当該科目の単位を与えることがで

きる。 

 (２) 少年院法（平成26年法律第58号）の規定によ

る矯正教育で高等学校学習指導要領の定めると

ころに準じて修得したと認められるものに係る

学修 

 

 

（定時制の課程と通信制の課程との併修） 

第26条 定時制の課程の生徒は、当該学校の通信制の

課程又は他の高等学校の通信制の課程において各

教科に属する科目の一部の科目又は総合的な探究

の時間（以下「通信教育科目」という。）について

履修しようとするときは、当該定時制の課程を置く

学校の校長の許可を受けなければならない。ただ

し、当該定時制の課程を置く学校の校長が編成した

教育課程に設けられた通信教育科目を履修する場

合にあっては、この限りでない。 

２ 略 

 

（定時制の課程と通信制の課程との併修） 

第26条 定時制の課程の生徒は、当該学校の通信制の

課程又は他の高等学校の通信制の課程において各

教科に属する科目の一部の科目（以下「通信教育科

目」という。）について履修しようとするときは、

当該定時制の課程を置く学校の校長の許可を受け

なければならない。ただし、当該定時制の課程を置

く学校の校長が編成した教育課程に設けられた通

信教育科目を履修する場合にあっては、この限りで

ない。 

２ 略 

 

第27条 定時制の課程を置く学校の校長は、当該学校

の通信制の課程又は他の高等学校の通信制の課程

の生徒で定時制の課程の各教科に属する科目の一

部の科目又は総合的な探究の時間の履修を希望す

るものがある場合において、教育上支障がないと認

めたときは、当該科目の履修を許可することができ

る。 

２ 前項の規定による一部の科目又は総合的な探究

の時間の履修を希望する者は、定時制課程一部科

目等履修願（様式第13号）に当該通信制の課程を

置く高等学校の校長の履修許可書を添えて、当該

定時制の課程を置く学校の校長に提出しなけれ

ばならない。 

第27条 定時制の課程を置く学校の校長は、当該学校

の通信制の課程又は他の高等学校の通信制の課程

の生徒で定時制の課程の各教科に属する科目の一

部の科目の履修を希望するものがある場合におい

て、教育上支障がないと認めたときは、当該科目の

履修を許可することができる。 

 

２ 前項の規定による一部の科目の履修を希望する

者は、定時制課程一部科目履修願（様式第13号）に

当該通信制の課程を置く高等学校の校長の履修許

可書を添えて、当該定時制の課程を置く学校の校長

に提出しなければならない。 

  

様式第１号（第７条の２関係） 

履修許可書 

鳥取県立  高等学校 

様式第１号（第７条の２関係） 

履修許可書 

鳥取県立  高等学校 



  課程 学科 科 コース 第 学年 

     氏名 

鳥取県立  高等学校全日制課程  学科  科

（  コース）の履修を下記のとおり許可します。 

記 

１ 履修教科・科目名（又は総合的な探究の時間）及

び単位数 

２ 略 

年 月 日 

鳥取県立  高等学校長 氏 名 □印 

  課程 学科 科 コース 第 学年 

     氏名 

鳥取県立  高等学校全日制課程  学科  科

（  コース）の履修を下記のとおり許可します。 

記 

１ 履修教科・科目名及び単位数 

 

２ 略 

年 月 日 

鳥取県立  高等学校長 氏 名 □印 

  

様式１号の２（第７条の２関係） 

一部科目等履修願 

 下記のとおり貴校の全日制課程  学科  科

（  コース）の履修を希望しますので、許可してく

ださるようお願いします。 

  年 月 日 

鳥取県立  高等学校  課程 

  学科 科 コース 第 学年 

           氏名   

様式１号の２（第７条の２関係） 

一部科目履修願 

 下記のとおり貴校の全日制課程  学科  科

（  コース）の履修を希望しますので、許可してく

ださるようお願いします。 

  年 月 日 

鳥取県立  高等学校  課程 

  学科 科 コース 第 学年 

  氏名         ○印 

記 

１ 履修教科・科目名（又は総合的な探究の時間）及

び単位数 

２ 略 

鳥取県立  高等学校長 様 

 

記 

１ 履修教科・科目名及び単位数 

 

２ 略 

鳥取県立  高等学校長 様 

備考 氏名を自署する場合には、押印を省略すること

ができる。 

 

様式第１号の３（第７条の２関係） 

単位修得証明書 

鳥取県立  高等学校  課程 

  学科 科 コース 第 学年 

    氏名 

 本校の全日制課程  学科  科（  コース）の

履修した科目について下記のとおり単位の修得を認

定したことを証明します。 

  年 月 日 

  鳥取県立  高等学校長 氏名 □印 

記 

各教科・科目等 
認定単位数 

教 科 科 目 

 略   
 

様式第１号の３（第７条の２関係） 

単位修得証明書 

鳥取県立  高等学校  課程 

  学科 科 コース 第 学年 

    氏名 

 本校の全日制課程  学科  科（  コース）の

履修した科目について下記のとおり単位の修得を認

定したことを証明します。 

  年 月 日 

  鳥取県立  高等学校長 氏名 □印 

記 

教 科 科 目 認定単位数 

 略   
 

  

様式第12号（第26条関係） 様式第12号（第26条関係） 



通信教育受講許可書 

高等学校 

課程  科 第  学年 

氏  名 

年 月 日生 

 通信教育の下記各教科に属する科目の受講を許

可する。 

  年 月 日 

鳥取県立  高等学校長  氏  名 □印 

記 

各教科・科目等 

教 科 科 目 

 略  

  
 

 

通信教育受講許可書 

高等学校 

課程  科 第  学年 

氏  名 

年 月 日生 

 通信教育の下記各教科に属する科目の受講を許

可する。 

  年 月 日 

鳥取県立  高等学校長  氏  名 □印 

記 

教 科 科 目 

 略  

  
 

 

 

様式第13号（第27条関係） 

定時制課程一部科目等履修願 

 略   

履修希望の各教

科に属する科目 

教科 科目 

 略  

  

総合的な探究の時間（○で囲む。） 希望する・希

望しない 

 略   

私は、貴校の定時制の課程で上記各教科に属する

科目等を履修したいので、許可してくださるようお

願いします。 

  年 月 日 

履修願者 氏 名  

保 護 者 氏 名  

 鳥取県立  高等学校長 様 

備考 履修願者が未成年者である場合には、保護者と

連名とすること。 

 

 

様式第13号（第27条関係） 

定時制課程一部科目履修願 

 略   

履修希望の各教

科に属する科目 

教科 科目 

 略  

  

   

 略   

私は、貴校の定時制の課程で上記各教科に属する

科目を履修したいので、許可してくださるようお願

いします。 

  年 月 日 

履修願者 氏 名 ○印 

保 護 者 氏 名 ○印 

 鳥取県立  高等学校長 様 

備考 １ 履修願者が未成年者である場合には、保護

者が連署すること。 

   ２ 氏名を自署する場合には、押印を省略する

ことができる。 

 

  

附 則 

この規則は、令和７年４月１日から施行する。  



 鳥取県立高等学校学則の一部を改正する規則をここに公布する。 

  令和７年 月 日 

鳥取県教育委員会教育長 足 羽 英 樹   

鳥取県教育委員会規則第 号 



◇鳥取県立高等学校通信教育規則の一部を改正する規則 

１ 規則の改正理由 

学校教育法施行規則、高等学校通信教育規程の一部改正が行われ、多様な学習ニーズへの対応について拡大

が図られたため。 

２ 規則の概要 

(１) 学校間連携及び定通併修の対象を拡大し、生徒が在学する高等学校以外の高等学校又は中等教育学校の

後期課程において科目の単位を修得した場合に、当該修得した単位数を当該生徒の在学する高等学校が定

めた全課程の修了を認めるに必要な単位数のうちに加えることができる制度については、その対象が科目

の単位に限られていたが、総合的な探究の時間の単位をその対象に加えることが可能となった。 

(２) 施行期日は、令和７年４月１日とする。 



鳥取県立高等学校通信教育規則の一部を改正する規則 

 

鳥取県立高等学校通信教育規則（昭和52年鳥取県教育委員会規則第12号）の一部を次のように改正する。 

 次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に、下線及び太枠で示すように改正する。 

改 正 後 改 正 前 

  

（単位の修得の認定） 

第８条 教科科目又は総合的な探究の時間の単位（以

下「単位」という。）の修得の認定は、生徒の添削

指導、面接指導及び試験による学習の評価に基づい

て、校長が行う。 

２ 略 

 

（単位の修得の認定） 

第８条 教科科目の単位（以下「単位」という。）の

修得の認定は、生徒の添削指導、面接指導及び試験

による学習の評価に基づいて、校長が行う。 

 

２ 略 

 

（通信制の課程と定時制課程等との併修） 

第24条 生徒は、定時制課程等において教科科目の一

部の科目又は総合的な探究の時間について履修し

ようとするときは、校長の許可を受けなければなら

ない。 

２ 略 

 

（通信制の課程と定時制課程等との併修） 

第24条 生徒は、定時制課程等において教科科目の一

部の科目について履修しようとするときは、校長の

許可を受けなければならない。 

 

２ 略 

 

第25条 校長は、定時制課程等の生徒で通信制の課程

の教科科目の一部の科目又は総合的な探究の時間

の履修を希望するものがある場合において、教育上

支障がないと認めたときは、当該科目の履修を許可

することができる。 

２ 前項の規定による一部の科目又は総合的な探究

の時間の履修を希望する者は、通信制課程一部科目

等履修願（様式第13号）に当該定時制の課程又は通

信制の課程を置く高等学校の校長の通信教育受講

許可書又は定時制（他の通信制）課程履修許可書を

添えて、実施校の校長に提出しなければならない。 

第25条 校長は、定時制課程等の生徒で通信制の課程

の教科科目の一部の科目の履修を希望するものが

ある場合において、教育上支障がないと認めたとき

は、当該科目の履修を許可することができる。 

２ 前項の規定による一部の科目の履修を希望する

者は、通信制課程一部科目履修願（様式第13号）に

当該定時制の課程又は通信制の課程を置く高等学

校の校長の通信教育受講許可書又は定時制（他の通

信制）課程履修許可書を添えて、実施校の校長に提

出しなければならない。 

 

 

様式第１号（第10条関係） 

第 号 

単位修得認定証書 

氏  名 

年月日生 

本校通信教育により下記各教科に属する科目又

は総合的な探究の時間の単位を修得したことを認

定します。 

年 月 日 

鳥取県立  高等学校長      氏 名 □印 

記 

各教科・科目等 認定単位数 

様式第１号（第10条関係） 

第 号 

単位修得認定証書 

氏  名 

年月日生 

本校通信教育により下記各教科に属する科目の

単位を修得したことを認定します。 

 

年 月 日 

鳥取県立  高等学校長      氏 名 □印 

記 



教 科 科 目 

 略   

   
 

 

教 科 科 目 認定単位数 

 略   

   
 

 

  

様式第12号（第24条関係） 

定時制（他の通信制）課程履修許可書 

高等学校 

課程  学科  科 

氏     名 

年 月 日 生 

定時制（他の通信制）の課程の下記各教科に属す

る科目又は総合的な探究の時間の履修を許可する。 

年 月 日 

鳥取県立  高等学校長  氏 名 □印 

記 

各教科・科目等 

教 科 科 目 

 略  

 
 

 

様式第12号（第24条関係） 

定時制（他の通信制）課程履修許可書 

高等学校 

課程  学科  科 

氏     名 

年 月 日 生 

定時制（他の通信制）の課程の下記各教科に属す

る科目の履修を許可する。 

 

年 月 日 

鳥取県立  高等学校長  氏 名 □印 

記 

教 科 科 目 

 略  

 
 

 

 

様式第13号（第25条関係） 

通信制課程一部科目等履修願 

 略   

履修希望の各教

科に属する科目 

教科 科目 

 略  

   

総合的な探究の時間（○で囲む。） 希望する・希

望しない 

 略   

私は、貴校の通信制の課程で上記各教科に属する

科目等を履修したいので、許可してくださるようお

願いします。 

  年 月 日 

履修願者 氏 名  

保 護 者 氏 名    

 鳥取県立  高等学校長 様 

備考 履修願者が未成年者である場合には、保護者と

連名とすること。 

 

様式第13号（第25条関係） 

通信制課程一部科目履修願 

 略   

履修希望の各教

科に属する科目 

教科 科目 

 略  

   

 略   

私は、貴校の通信制の課程で上記各教科に属する

科目を履修したいので、許可してくださるようお願

いします。 

  年 月 日 

履修願者 氏 名 ○印 

保 護 者 氏 名 ○印 

 鳥取県立  高等学校長 様 

備考 １ 履修願者が未成年者である場合には、保護

者が連署すること。 

   ２ 氏名を自署する場合には、押印を省略する

ことができる。 

  



附 則 

この規則は、令和７年４月１日から施行する。 



 鳥取県立高等学校通信教育規則の一部を改正する規則をここに公布する。 

  令和７年 月 日 

鳥取県教育委員会教育長 足 羽 英 樹   

鳥取県教育委員会規則第 号 

 


